
 
 
 
 
 
 
 
●交通安全対策いろいろ 
道路標識や路面標示は全国共通ですが、交通安全対策として、各地でさまざまな工夫がされています。 
 
その効果や善し悪しは置いときまして、あちこちで見つけたものを紹介します。 

 
 
 
①大阪市では… 

スピード抑制の対策として、錯覚を利用

した、立体に見えるイメージハンプを設

置しています。 

（写真は、都島区のもの） 
 
 
 
 
 
 

 
 
下の写真は、交差点の手前に設けられたライン状のハンプで、表面に凹凸が付いており、音や振動で、

運転者に注意を促すタイプです。（写真は、平野区背戸口のもの） 



 
②大阪市都島区の一定のエリアでは… 
街区内の交差点における自転車の交通事故対策として、

「自転車止まれ」という標識を多く設置しています。 
 
新聞で読んだのですが、現在は実験的な設置だそうで、

事故減少に有効と分かれば、他地区へも展開していくそう

です。 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
③和歌山市では… 
同じになりますが、和歌山市でも街区内の交差点の事

故対策として「交差点注意」という標識を設置していま

す。 
ＪＲ和歌山駅の東側一帯に多く設置されていました。 

 
 
 
 
 

 
 
 
④和歌山市では… 
歩道に埋め込んだ歩行者用信号が

何ヶ所かあります。腰が曲がった高

齢者用だそうです。 
ほんまかなぁ～。 

 
 
 
 



 
 
⑤別府市では… 
別府駅近くの商店街一帯では、路上の一時停

止線の前に一方通行のマークが書かれてい

ます。 
 
逆走したり誤って進入するケースが多い

のでしょうか？ 
 
 

 
 
 
⑥別府市では… 
横断歩道に点字ブロックを敷いている例を見かけることが

増えたかと思います。私は別府駅前で見ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⑦岡山市の幹線道路の交差点では… 
原付の２段階右折を路面標示で軌跡を描

いて誘導しています。 
 
交差点内の路面標示が煩雑で分かりにく

くなるような気がするのですが…。 
 
 

 
今後も引き続き出かけた先で何か発見したら収集してきますのでご期待下さい。 


